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加
盟
山
岳
団
体
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
協

会
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
各
委
員
会
事
業
の
再
開
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
し
か
し
変
異

し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
症
状
は

強
く
な
い
の
で
す
が
感
染
力
が
強

く
、
事
業
に
よ
っ
て
は
や
む
な
く

中
止
、
ま
た
は
日
帰
り
で
計
画
し

実
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
国
民
体
育

大
会
が
３
年
ぶ
り
に
栃
木
県
壬
生

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
県
で

は
北
信
越
突
破
が
で
き
な
く
今
年

は
成
年
男
子
の
み
の
出
場
に
な
り

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
観
戦

に
当
た
っ
て
は
、
２
週
間
前
か
ら

の
体
温
測
定
記
録
の
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
、
競
技
関
係
団
体
も
一

般
観
戦
者
と
同
じ
扱
い
で
抽
選
と

な
り
、
１
日
目
は
外
れ
、
２
日
目

は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
３
日
目
は

リ
ー
ド
の
観
戦
が
当
た
り
ま
し
た
。

し
か
し
２
日
目
、
成
年
男
子
は

リ
ー
ド
競
技
な
の
で
会
場
に
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
３
日
目
は
リ
ー

ド
決
勝
の
観
戦
が
当
た
っ
て
い
ま

し
た
が
、
成
年
男
子
は
決
勝
に
進

め
な
か
っ
た
の
で
観
戦
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
観
戦
に
当
た
っ
て
は
競

技
団
体
に
も
う
少
し
考
慮
し
て
い

た
だ
き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。残

念
な
が
ら
成
年
男
子
だ
け
の

出
場
で
し
た
が
、
北
信
越
大
会
を

勝
ち
抜
き
本
大
会
に
進
む
に
は
、

小
、
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
が

課
題
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
北
信
越
大
会
が
７
月
に

新
潟
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ

ナ
対
策
を
進
め
な
が
ら
の
大
会
運

営
に
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
ス
ポ
―
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
の
活
躍
は
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
新
た
に
「
山
岳
ス
キ
ー
」
が

２
０
２
６
年
ミ
ラ
ノ
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
追
加
種
目
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
１
月
28
～
29
日
、「
第

16
回
山
岳
ス
キ
ー
競
技
日
本
選
手

権
大
会
」
が
富
山
県
黒
部
市
宇
奈

月
温
泉　

宇
奈
月
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
近
い
の
で
観
戦
願
い
ま
す
。

昨
年
は
協
会
行
事
で
集
合
地
点

に
向
か
う
途
中
に
交
通
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
高
齢
に

な
っ
て
き
ま
す
と
反
応
も
鈍
く
、

若
い
時
の
よ
う
に
い
か
な
く
な
り

ま
す
。
家
を
出
て
か
ら
帰
っ
て
く

る
ま
で
が
登
山
で
す
。
体
調
管
理

に
留
意
さ
れ
安
全
登
山
を
心
が
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

温
暖
化
の
影
響
な
の
で
し
ょ
う

か
、
普
段
降
ら
な
い
と
こ
ろ
が
大

雪
で
、
交
通
渋
滞
や
停
電
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
厳
し
い

冬
に
向
か
い
ま
す
が
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
本
大
会

は
、
小
中
学
生
大
会
と
し
て
リ
ー

ド
種
目
で
行
い
ま
し
た
。
会
場

は
、
県
内
最
大
の
リ
ー
ド
壁
が
あ

る
新
潟
市
の
キ
ャ
ン
プ
４
で
実
施

し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
沈
静
化
し

て
い
る
状
況
な
の
で
、
北
信
越
や

近
県
に
声
を
か
け
て
新
潟
、福
井
、

石
川
、
長
野
、
群
馬
、
山
形
の
６

県
か
ら
21
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
、

小
学
生
中
学
年
、
小
学
生
高
学

年
、
中
学
生
女
子
、
中
学
生
男
子

で
行
っ
た
。
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
オ
ン

サ
イ
ト
方
式
、
予
選
２
課
題
、
決

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�
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潟
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催
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勝
１
課
題
で
時
間
は
４
分
で
行
っ

た
。ト

ッ
プ
ロ
ー
プ
の
部
で
は
４
人

中
３
人
が
、
予
選
２
本
を
完
登
す

る
接
戦
に
な
っ
た
。
決
勝
は
２
人

が
同
高
度
ま
で
登
り
、
最
後
は
タ

イ
ム
差
で
新
潟
県
の
本
間
海
成
が

１
位
に
な
り
３
位
に
は
新
潟
県
の

齋
藤
律
月
が
入
っ
た
。

小
学
生
中
学
年
は
、
２
名
の
エ

ン
ト
リ
ー
で
２
名
と
も
福
井
県
の

選
手
だ
っ
た
。
２
名
と
も
決
勝
を

完
登
し
て
タ
イ
ム
差
で
１
位
木
下

陽
菜
、２
位
前
田
喜
雨
で
あ
っ
た
。

小
学
生
高
学
年
の
部
は
８
名
の

参
加
。
本
大
会
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
最

も
多
い
参
加
者
で
接
戦
が
予
想
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
も
飛
び
抜
け
て

い
た
の
が
山
形
か
ら
参
加
の
栗
田

知
世
で
、
予
選
２
本
完
登
、
決
勝

も
完
登
し
て
１
位
と
な
っ
た
。
本

人
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
方
が
得
意

と
話
し
て
い
た
が
圧
巻
の
登
り

だ
っ
た
。
２
位
、
３
位
は
ど
ち
ら

も
群
馬
県
の
選
手
が
入
り
、
４

位
に
新
潟
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
所
属
の
島
田
珀
来
が
入
っ

た
。
島
田
は
予
選
で
は
ミ
ス
も
あ

り
６
位
で
あ
っ
た
が
、
決
勝
で
は

順
位
を
上
げ
４
位
に
な
っ
た
。
新

潟
県
の
選
手
で
は
Ｈ
Ｕ
Ｔ　

Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｌ
所
属
の
池
田
粋
が
６
位
に

な
っ
た
。
池
田
は
リ
ー
ド
を
始
め

た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
思
い
切
り

の
良
い
登
り
で
頑
張
っ
て
い
た
。

中
学
年
女
子
は
３
名
の
エ
ン
ト

リ
ー
。
１
位
は
群
馬
県
の
黒
木
も

も
こ
で
予
選
２
本
完
登
、
決
勝
も

高
度
を
上
げ
て
い
っ
た
が
ス
リ
ッ

プ
し
て
フ
ォ
ー
ル
で
し
た
が
、
圧

巻
の
登
り
で
あ
っ
た
。
３
位
に
新

潟
県
Ｈ
Ｕ
Ｔ 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
所
属
の

池
田
夏
梨
が
入
っ
た
。
中
学
生
女

子
の
課
題
は
グ
レ
ー
ド
を
高
め
に

設
定
さ
れ
て
い
て
リ
ー
ド
に
慣
れ

て
い
な
い
池
田
に
は
厳
し
い
課
題

で
あ
っ
た
。

中
学
生
男
子
の
部
は
４
名
の
エ

ン
ト
リ
ー
。
予
選
か
ら
接
戦
と
な

り
１
位
が
２
名　

３
位
が
２
名
と

な
り
４
人
で
決
勝
を
行
い
、
決
勝

課
題
を
３
名
が
完
登
す
る
と
い
う

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
と
な
っ
た
。

最
終
的
に
タ
イ
ム
差
１
秒
で
新
潟

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
所

属
の
島
田
琥
鉄
が
優
勝
し
た
。
新

潟
県
の
伊
藤
英
視
は
、
決
勝
課
題

を
完
登
す
る
も
予
選
の
カ
ウ
ン
ト

バ
ッ
ク
で
３
位
に
入
っ
た
。

新
潟
県
の
参
加
選
手
が
少
な

か
っ
た
の
で
県
内
ジ
ム
と
連
携
し

て
競
技
大
会
の
認
知
な
ど
積
極
的

に
広
報
し
て
大
会
に
参
加
し
て
く

れ
る
選
手
の
発
掘
等
を
行
な
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

大
会
の
次
の
日
に
合
同
練
習
会

を
開
催
し
た
。
講
師
に
新
潟
県
成

年
男
子
の
田
中
修
太　

成
年
女
子

の
栗
田
湖
有
を
招
き
、
リ
ー
ド
を

メ
イ
ン
に
講
習
し
ま
し
た
。
講
師

の
２
人
は
と
も
に
日
本
代
表
と
し

て
リ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出

場
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
頃

の
練
習
内
容
や
大
会
前
の
緊
張
の

ほ
ぐ
し
方
な
ど
の
質
問
を
受
け
て

い
た
。
練
習
会
で
は
他
県
の
選
手

と
話
し
た
り
一
緒
に
オ
ブ
ザ
ベ
し

た
り
と
、
い
い
刺
激
を
受
け
て
練

習
し
て
い
た
。

と
き 

令
和
４
年
７
月
23
日(

土)
 

～
24
日(

日)
メ
ン
バ
ー　

26
人　

概
要

　

豊
栄
山
岳
会
の
創
立
60
周
年
の

記
念
登
山
は
鳥
海
山
と
な
っ
た
。

酒
田
市
の
湯
の
台
口
コ
ー
ス
か
ら

頂
上
の
新
山
を
目
指
す
。
天
気
予

報
で
は
23
日
雨
、
24
日
曇
り
だ
っ

た
の
で
心
配
し
て
い
た
が
、
24
日

の
登
山
当
日
は
晴
れ
た
。

　

高
砂
観
光
の
大
型
バ
ス
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
豊
栄
総
合
体
育
館

９
時
30
分
集
合
、
10
時
出
発
。
途

中
、「
道
の
駅
ま
ほ
ろ
ば
」、「
道

の
駅
し
ゃ
り
ん
」
な
ど
で
ト
イ
レ

タ
イ
ム
を
取
り
な
が
ら
、
小
雨
の

中
、
山
形
県
酒
田
市
遊
佐
の
鳥
海

山
荘
へ
着
く
。
風
呂
へ
入
っ
て
６

時
か
ら
懇
親
会
。
２
時
間
ほ
ど
し

て
各
部
屋
に
戻
っ
て
就
寝
。

　

翌
日
、
４
時
頃
に
起
き
て
外
を

見
る
も
小
雨
。
ピ
ー
ピ
ー
と
い
う

鳥
の
鳴
き
声
が
す
る
。
同
室
の
大

野
さ
ん
が
ヨ
タ
カ
と
教
え
て
く
れ

る
。
ス
マ
ホ
の
ウ
エ
ザ
ー
ニ
ュ
ー

豊
栄
山
岳
会
創
立
60
周
年
記
念
山
行

（
鳥
海
山
）�

島　
　

伸
一

加
盟
団
体
の
山
行
か
ら
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ス
の
雨
雲
予
想
で
は
５
時
頃
か
ら

雲
が
抜
け
て
回
復
し
て
く
る
よ
う

だ
。
部
屋
で
支
度
し
て
駐
車
場
の

バ
ス
へ
。
Ａ
隊
の
み
15
人
が
先
行

す
る
。
Ｂ
、Ｃ
班
は
朝
食
後
、各
々

時
間
を
ず
ら
し
て
バ
ス
で
移
動
の

予
定
。

　

少
し
雨
も
当
た
り
頂
上
は
見
え

な
い
が
、
道
路
わ
き
の
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
な
ど
を
見
な
が
ら
バ
ス
で

20
分
程
走
り
、
第
２
駐
車
場
で
降

り
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
は
、

上
の
第
１
駐
車
場
ま
で
続
い
て
い

る
が
、
そ
こ
で
は
バ
ス
が
回
転
で

き
な
い
の
で
、
こ
こ
か
ら
歩
き
。

　

支
度
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路

を
15
分
程
歩
い
て
第
１
駐
車
場

へ
。
途
中
白
い
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
や
赤

い
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の
花
が
見
え
た
。

雪
渓
が
道
路
そ
ば
に
迫
っ
て
い
た

所
も
あ
る
。
第
１
駐
車
場
の
登
山

口
に
あ
る
ポ
ス
ト
に
計
画
書
を

入
れ
て
出
発
。
こ
こ
で
標
高
１
，

２
０
０
ｍ
。
先
頭
本
田
さ
ん
、
し

ん
が
り
中
山
さ
ん
の
15
人
の
大
部

隊
だ
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
石
や
岩
の

登
山
道
を
歩
い
て
行
く
。
小
川
の

渡
渉
も
あ
る
。
20
分
程
で
「
滝
ノ

小
屋
」
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
小

屋
の
裏
の
道
を
進
ん
で
雪
渓
に
上

が
る
。
た
く
さ
ん
の
花
が
見
え
て

く
る
。
青
い
シ
ャ
ジ
ン
や
白
い
タ

カ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ
、
ク
ル
マ
ユ
リ

な
ど
。
だ
ん
だ
ん
列
が
ば
ら
け
て

長
く
な
る
。
左
手
の
八
丁
坂
の
方

に
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
コ
バ
イ
ケ

イ
ソ
ウ
の
群
落
が
見
え
る
。「
河

原
宿
小
屋
」
に
着
き
、
こ
こ
ま
で

の
歩
き
で
頂
上
ま
で
行
け
そ
う
に

な
い
グ
ル
ー
プ
は
、
Ａ
ダ
ッ
シ
ュ

班
と
し
て
本
田
さ
ん
が
そ
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
伏
拝
岳
を
目
指
す
こ

と
に
な
る
。
女
性
５
人
が
Ａ
ダ
ッ

シ
ュ
班
に
な
る
。
こ
こ
で
オ
ニ
ギ

リ
の
朝
食
。
予
定
よ
り
30
～
40
分

遅
れ
て
い
る
。

　

Ａ
班
の
先
頭
が
中
山
さ
ん
と
な

り
雪
渓
に
入
っ
て
登
っ
て
行
く
。

心
字
雪
渓
は
長
く
、
だ
ん
だ
ん
傾

斜
が
急
に
な
っ
て
き
て
、
途
中
で

ア
イ
ゼ
ン
を
付
け
る
。
大
雪
渓
、

小
雪
渓
と
続
く
。
中
山
さ
ん
と
野

口
さ
ん
が
グ
ン
グ
ン
飛
ば
し
て
歩

き
、
他
の
人
と
は
相
当
間
隔
が
開

い
た
。
小
雪
渓
で
は
夏
ス
キ
ー
を

し
て
い
る
男
性
が
一
人
い
た
。

　

大
分
遅
れ
て
い
る
人
も
い
る
の

で
、
中
山
、
野
口
、
坂
本
、
島
の

４
人
で
、
時
間
内
に
頂
上
を
往
復

し
、
計
画
書
の
11
時
半
に
伏
拝
岳

の
昼
食
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
先

を
急
ぐ
。
途
中
、
無
線
で
各
班
と

連
絡
を
取
る
。

　

稜
線
に
着
く
、
伏
拝
岳
だ
。
何

人
か
先
客
が
い
た
。
休
ま
ず
、
そ

の
ま
ま
稜
線
を
進
ん
で
行
く
。
白

い
チ
ョ
ウ
カ
イ
フ
ス
マ
が
あ
っ

た
。
ロ
ー
プ
で
囲
っ
て
あ
り
、
そ

の
近
く
に
イ
ワ
ブ
ク
ロ
も
見
え

た
。
黒
い
チ
ョ
ウ
カ
イ
ア
ザ
ミ
も

左
右
に
た
く
さ
ん
見
え
る
。
左
手

に
頂
上
小
屋
の
赤
い
屋
根
や
新
山

の
上
で
動
く
人
も
見
え
て
く
る
。

急
傾
斜
を
下
る
。
雪
渓
を
渡
っ
て

小
屋
か
ら
の
岩
の
道
に
接
続
し

て
、
ペ
ン
キ
の
〇
や
→
印
を
頼
り

に
進
む
。
上
か
ら
降
り
て
く
る
人

も
登
る
人
も
い
る
。
岩
の
下
を
く

ぐ
る
所
で
ち
ょ
っ
と
道
を
間
違
え

た
。岩
だ
ら
け
で
わ
か
り
に
く
い
。

上
で
は
男
性
が
一
人
三
脚
で
写
真

を
撮
っ
て
い
た
。周
り
は
雲
海
だ
。

月
山
の
み
雲
海
の
上
に
見
え
た
。

吹
浦
口
コ
ー
ス
方
面
に
残
雪
と
青

い
鳥
海
湖
が
見
え
る
。
男
性
に
ス

マ
ホ
で
の
記
念
写
真
を
お
願
い
す

る
。
ビ
デ
オ
も
撮
っ
た
。

下
山
の
雪
渓
は
急
だ
っ
た
が
、
何

と
か
稜
線
に
登
り
つ
く
。
こ
こ
か

ら
は
、
す
れ
違
う
人
に
若
い
人
が

多
い
。
高
校
生
や
大
学
生
の
よ
う

な
集
団
も
い
る
。
伏
拝
岳
に
着
く

と
、
Ａ
ダ
ッ
シ
ュ
班
が
、
も
う
羽

賀
さ
ん
手
作
り
の
「
記
念
連
ダ

コ
」
も
揚
げ
終
わ
り
昼
食
も
食
べ

終
え
、
こ
れ
か
ら
降
り
と
の
事
。

　

こ
ち
ら
は
昼
食
を
と
り
、
後
を

追
い
か
け
、
雪
渓
の
大
分
前
で
追

い
つ
く
。
高
山
植
物
の
写
真
を
ス

マ
ホ
で
た
く
さ
ん
撮
る
。
白
い
ヒ

ナ
ザ
ク
ラ
、
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
な

ど
。

　

雪
渓
で
は
ガ
ス
が
湧
き
、
前
が

見
え
な
く
な
っ
た
り
し
た
。
ビ
デ

オ
も
撮
る
。
上
は
青
空
に
絹
の
よ

う
な
雲
が
見
え
た
。

　

「
河
原
宿
小
屋
」
で
一
旦
集
合

し
、
Ａ
班
全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ
で

先
へ
進
み
、
往
路
と
は
異
な
り
、

渡
渉
を
何
回
も
繰
り
返
す
道
を
た

ど
り
、
Ｂ
、
Ｃ
班
も
集
合
し
て
い

た
「
滝
ノ
小
屋
」
に
到
着
す
る
。

シ
ゲ
さ
ん
の
手
作
り
の
「
祝
６
０

周
年
記
念
登
山
」
の
横
断
幕
を
手

に
持
ち
、
全
員
で
の
記
念
写
真
を

撮
る
。

�

（
滝
ノ
小
屋
に
て
）

　

バ
ス
に
戻
っ
て
鳥
海
山
荘
へ
行

き
風
呂
に
入
ら
せ
て
も
ら
う
。

　

帰
り
の
車
内
で
は
、
一
人
一
言

の
反
省
。「
道
の
駅
し
ゃ
り
ん
」

で
ト
イ
レ
タ
イ
ム
が
あ
っ
た
が
、

高
速
を
使
い
予
定
よ
り
１
時
間
半

ほ
ど
早
く
体
育
館
に
つ
い
て
解
散

し
た
。

http://cbs.wondershare.com/go.php?pid=7486&m=db
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ラ
ジ
オ
深
夜
便
と
い

う
番
組
が
あ
る
。
も
う
20
年
位
も

前
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
番
組

に
各
地
の
リ
ス
ナ
ー
が
暮
ら
し
の

様
子
や
趣
味
の
こ
と
な
ど
を
語
る

コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
、
大
阪
の
男

性
が
「
欲
ヶ
池
」
に
つ
い
て
熱
い

想
い
を
語
っ
て
い
た
。
山
仲
間
数

人
と
下
田
の
「
欲
ヶ
池
」
を
一
目

見
た
い
と
大
阪
か
ら
何
回
か
探
索

に
行
く
も
未
だ
辿
り
着
け
ず
、
ま

た
挑
戦
す
る
つ
も
り
と
語
っ
て
い

た
。「
欲
ヶ
池
」
と
い
う
名
前
に

ひ
か
れ
て
、
居
て
も
立
っ
て
も
居

ら
れ
な
い
と
も
語
っ
て
い
た
。

　

私
の
岳
兄
で
、
峡
彩
山
岳
会
々

員
の
故
川
口
辰
栄
氏
も
そ
の
時
の

放
送
を
聞
い
て
い
た
と
言
っ
て
い

た
。「
欲
ヶ
池
」
と
は
な
ん
と
も

ロ
マ
ン
を
掻
き
立
て
る
地
名
で
あ

る
。
欲
の
強
い
男
が
他
人
の
宝
物

を
盗
み
取
っ
て
バ
チ
が
あ
た
っ

て
、
こ
の
池
に
沈
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

僕
ら
も
こ
の
「
欲
ヶ
池
」
に

行
っ
て
み
た
い
と
話
を
し
て
い
た

か
ら
、
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

　

こ
の
「
欲
ヶ
池
」
は
新
潟
県

三
条
市
の
旧
下
田
村
と
福
島
県

只
見
町
の
県
境
に
あ
る
中
の
又

山
（
１
０
７
０
ｍ
）
の
西
方
約

５
０
０
ｍ
、
標
高
９
５
０
ｍ
地
点

に
あ
る
小
さ
な
池
だ
。
昭
和
60
年

こ
ろ
、
五
兵
衛
小
屋
や
中
の
又
山

に
は
行
っ
て
い
た
が
「
欲
ヶ
池
」

の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
池
の

名
前
を
知
っ
た
の
は
、
三
条
市
と

合
併
前
の
下
田
村
が
平
成
２
年
７

月
に
発
行
し
た
「
し
た
だ
の
山
」

と
い
う
冊
子
に
つ
い
て
い
た
「
下

田
山
岳
概
略
図
」
と
い
う
地
図
か

ら
だ
っ
た
。
こ
の
地
図
に
載
っ
て

い
た
「
欲
ヶ
池
」
の
地
名
を
見
て
、

大
阪
の
人
の
よ
う
に
心
が
躍
っ
た

時
期
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
に
な
っ
て
気
づ

い
た
こ
と
だ
が
、
平
成
21
年
３
月

に
発
行
し
た
同
じ
よ
う
な
冊
子

「
し
た
だ
の
山
」
の
「
下
田
山
塊

山
岳
地
図
」に
は「
欲
ヶ
池
」が「
中

ノ
又
池
」
と
な
っ
て
い
た
。
国
土

地
理
院
の
二
万
五
千
分
の
一
地
形

図
に
池
は
あ
る
が
名
称
の
記
載
は

な
い
。
今
春
、
三
条
市
役
所
へ
出

向
き
担
当
者
に
昔
日
の
地
図
を
見

せ
て
、
名
称
を
元
に
戻
す
よ
う
に 

依
頼
し
て
き
ま
し
た
。
市
の
担
当

者
は
な
ぜ
名
称
が
変
わ
っ
た
の

か
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
っ
か
り
で
し
た
。
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
気
が
か
り
で
す
。

　

今
年
９
月
11
日
、
登
山
禁
止
の

看
板
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
い

て
、
仲
間
と
光
明
山
（
８
７
９

ｍ
）
へ
登
っ
て
き
ま
し
た
。
崩
れ

た
個
所
は
、
そ
の
脇
に
新
し
い
径

が
で
き
て
い
た
。
２
ヶ
所
の
古
い

ト
ラ
バ
ー
ス
径
は
藪
に
覆
わ
れ
て

い
る
が
、
稜
線
に
新
し
い
径
が
つ

け
ら
れ
て
い
て
全
体
的
に
藪
っ
ぽ

い
が
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
。「
鞴

の
立
て
負
い
（
ふ
い
ご
の
た
て
ぶ

い
）」
も
懐
か
し
か
っ
た
。
下
田

の
山
は
い
い
な
あ
と
改
め
て
思
い

直
し
た
。

　

「
欲
ヶ
池
」
は
一
般
的
に
は
、

大
江
～
林
道
～
カ
ワ
ク
ル
ミ
沢
～

日
本
平
～
五
兵
衛
小
屋
の
ル
ー
ト

を
行
く
が
、
残
雪
期
に
テ
ン
ト

を
背
負
っ
て
出
か
け
た
く
な
っ

た
。
あ
わ
よ
く
ば
孤
高
の
毛
無
山

（
１
０
４
４
ｍ
）
に
も
立
っ
て
み

た
い
。

（
注
）
国
土
地
理
院
地
形
図
で
は

「
中
の
又
岳
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

三
条
市
の
下
田
山
塊
山
岳
地
図
で

は
「
中
ノ
又
岳
」「
中
ノ
又
池
」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
土
地

理
院
地
形
図
で
は「
五
兵
衛
小
屋
」

が
下
田
山
塊
山
岳
地
図
で
は
「
五

平
衛
小
屋
」
を
な
っ
て
い
る
。

http://cbs.wondershare.com/go.php?pid=7486&m=db
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令
和
４
年
11
月
17
日
（
木
）
午

後
１
時
か
ら
表
題
の
研
究
報
告
会

が
関
川
村
・
川
北
ふ
れ
あ
い
自
然

の
家
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
究
報
告
会
は
、
平
成
27

年
６
月
25
日
、
関
川
村
に
寄
贈
さ

れ
た
藤
島
玄
氏
蔵
書
の
整
理
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
蔵
書
の
一
般

公
開
に
合
わ
せ
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

を
開
催
し
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、

以
後
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

�

（
開
会
挨
拶
の
平
田
大
六
代
表
）

　

今
年
は
４
名
の
講
師
の
方
々
か

ら
研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

以
下
は
そ
の
講
演
要
旨
で
す
。

１
．「
藤
島
玄
と
深
田
久
弥part

２
」

 

講
師　

高
辻　

謙
輔　

氏

　

登
山
家
で
あ
り
小
説
家
の
深
田

久
弥
に
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
」
興

味
を
も
ち
、
60
年
以
上
調
査
研
究

を
し
て
き
た
。
そ
の
深
田
久
弥
の

調
査
研
究
を
ど
ん
な
風
に
や
っ
て

き
た
か
を
中
心
に
話
を
し
た
い
。

　

加
賀
市
の
深
田
久
弥
山
の
文
化

館
を
訪
れ
た
際
に
展
示
さ
れ
て
い

た
１
枚
の
歌
詞
カ
ー
ド
が
目
に
留

ま
っ
た
。
金
沢
刑
務
所
の
歌
詞

カ
ー
ド
で
、
久
弥
作
詞
の
「
希
望

の
歌
」
が
載
っ
て
い
た
。
東
京
中

野
区
に
あ
る
矯
正
会
館
に
て
、「
月

刊
刑
政
」
昭
和
25
年
７
月
号
に
深

田
久
弥
「
格
子
な
き
牢
獄
」
が
所

收
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
た
。

こ
の
一
文
に
久
弥
が
金
沢
刑
務
所

を
訪
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

久
弥
は
復
員
後
、
加
賀
市
、
金
沢

市
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
時
に

金
沢
刑
務
所
を
訪
問
し
た
こ
と
で

作
詞
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
察
す
る
に
至
っ
た
。
確

定
的
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
状
況

か
ら
し
て
、
こ
の
歌
詞
が
作
ら
れ

た
こ
と
の
経
緯
が
解
明
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

昭
和
43
年
７
月
25
日
の
弥
彦
山

た
い
ま
つ
登
山
祭
で
、
弥
彦
山
山

頂
の
御
神
廟
前
で
藤
島
玄
と
深
田

久
弥
が
写
っ
て
い
る
写
真
か
ら
、

深
田
久
弥
が
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど

こ
へ
帰
っ
た
か
を
探
索
。
種
々
の

出
版
物
か
ら
赤
倉
か
ら
柏
崎
、
越

後
線
に
乗
り
換
え
弥
彦
へ
、
１
泊

し
て
ま
た
赤
倉
へ
帰
っ
た
こ
と
が

推
測
で
き
た
。
資
料
を
読
み
解
く

こ
と
で
点
が
線
と
な
っ
て
繋
が
っ

た
。

　

深
田
久
弥
と
藤
島
玄
は
山
を
通

じ
、
い
ろ
い
ろ
と
接
点
が
あ
っ
た

と
思
う
。
昭
和
37
年
８
月
の
両
家

族
で
の
飯
豊
連
峰
縦
走
の
写
真
、

昭
和
63
年
４
月
の
別
冊
「
山
と
溪

谷
」
の
新
日
本
百
名
山
に
掲
載
の

二
人
と
家
族
の
写
真
、
丸
善
発
行

の
「
学
燈
」（
昭
和
40
年
８
月
号
）

に
所
収
の
深
田
久
弥
の
「
出
羽
三

山
」
に
２
人
で
月
山
に
登
山
、
昭

和
44
年
11
月
長
岡
市
で
開
催
さ
れ

た
中
村
謙
の
出
版
記
念
祝
賀
会
へ

の
２
人
の
参
加
等
が
確
認
で
き
る
。

　

蔵
書
の
整
理
を
し
て
い
て
、
所

蔵
品
の
中
に
多
く
の
交
際
が
あ
っ

た
の
に
名
刺
が
１
枚
も
出
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
不
思
議
だ
と
思
っ

て
い
る
。

２
．「
飯
豊
連
峰
旧
赤
谷
口
登
拝
路
」

 

講
師　

田
邊　

信
行　

氏

　

既
に
廃
道
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

飯
豊
連
峰
の
赤
谷
登
拝
路
に
つ
い

て
、
藤
島
蔵
書
か
ら
主
な
記
録
を

抽
出
し
て
発
表
。

① 

赤
谷
口
か
ら
飯
豊
連
峰
へ
の
登

山
道
等
の
説
明
を
し
た
書
物

「
山
岳
」、「
越
後
山
岳
」、「
越

後
の
山
旅
」、「
飯
豊
道
」
か
ら

６
の
記
述
を
紹
介
。「
西
部
よ

り
本
山
に
至
る
最
短
な
る
唯
一

の
道
」、「
会
津
口
と
は
比
較
に

な
ら
ぬ
細
い
登
山
道
」、「
こ
の

径
の
悪
さ
は
言
語
に
絶
し
て
、

悪
絶
無
雙
」、「
大
正
３
年
磐
越

西
線
が
開
通
、
登
拝
者
、
登
山

者
が
会
津
口
へ
・
・
・
湯
ノ
平

温
泉
道
は
退
廃
の
一
途
」
等
の

記
述
が
み
ら
れ
た
。

② 

旧
赤
谷
口
の
登
拝
路
か
ら
の
登

山
記
録
を
「
山
岳
」、「
飯
豊
」、

「
山
の
は
な
し
他
」、「
飯
豊
道
」

か
ら
９
の
記
述
を
紹
介
。
明
治

36
年
８
月
の
武
田
久
吉
の
挑
戦

か
ら
、
昭
和
24
年
７
月
の
五
十

嵐
篤
雄
ら
の
登
山
ま
で
の
道
の

整
備
さ
れ
て
い
な
い
悪
戦
苦
闘

し
た
往
時
の
貴
重
な
登
山
記
録

の
紹
介
。

３
．「
持
倉
鉱
山
の
遺
跡
と
藤
島
玄
」

 

講
師　

小
田　

辰
兵
衛　

氏

　

阿
賀
の
里
の
ツ
ア
ー
で
、
旧
三

川
村
五
十
島
駅
か
ら
約
８
㎞
五
十

母
川
上
流
に
あ
る
持
倉
鉱
山
の

ロ
ー
マ
時
代
の
城
を
思
わ
せ
る
遺

構
を
見
学
し
た
こ
と
が
、
そ
の
歴

史
の
調
査
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

�

（
カ
ラ
ミ
レ
ン
ガ
の
遺
構
）

２
０
２
２
藤
島
蔵
書
研
究
会

�
研
究
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る

http://cbs.wondershare.com/go.php?pid=7486&m=db
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汚すまい、この道、この山、この川

持
倉
鉱
山
は
、
明
治
草
倉
銅
山
や

三
川
鉱
山
に
比
し
知
る
人
は
少

な
い
が
、
貴
重
な
近
代
産
業
遺

産
、
今
年
８
月
産
業
遺
産
学
会
の

推
薦
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

１
７
５
０
年
こ
ろ
か
ら
会
津
藩
に

よ
り
採
掘
が
始
ま
っ
た
。
明
治
38

年
５
月
、
近
代
的
採
掘
精
錬
が
始

ま
っ
た
。
歴
史
は
短
く
大
正
９
年

に
閉
山
し
た
。
そ
の
間
の
歴
史
を

詳
細
に
説
明
し
た
。
鉱
滓
造
り
の

カ
ラ
ミ
レ
ン
ガ
の
遺
構
は
全
国
的

に
見
て
も
珍
し
い
。

　

藤
島
玄
氏
は
持
倉
鉱
山
に
つ
い

て
、
越
後
の
山
旅
に
記
載
は
し
て

い
る
が
、
他
の
書
物
へ
の
記
述
は

見
当
た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
雪
上

を
歩
く
こ
と
が
多
く
、
鉱
山
跡
が

雪
の
下
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
一

因
で
、
興
味
を

ひ
か
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も

藤
島
玄
氏
が
残

し
た
文
章
が
な

い
か
調
査
し
て

い
き
た
い
。

４
．「
大
石
口
鉾
立
沢
よ
り

�

朳
差
岳
行　

藤
島
玄
」

 

講
師　

佐
久
間　

雅
義　

氏

　

昭
和
26
年
６
月
５
日
か
ら
７
日

に
か
け
て
、
藤
島
玄
、
佐
藤
一
栄
、

山
岸
榮
三
郎
、
北
村
嘉
助
の
４
名

が
、
関
川
村
大
石
を
出
発
し
、
大

熊
小
屋
１
泊
、
鉾
立
沢
か
ら
朳
差

岳
に
登
頂
、
大
熊
尾
根
を
下
山
し

た
。
そ
の
模
様
を
藤
島
ノ
ー
ト
や

ア
ル
バ
ム
か
ら
の
写
真
を
投
影
し

な
が
ら
、
登
山
の
模
様
を
解
説
。

鉾
立
沢
の
雪
渓
登
り
の
苦
労
や
朳

差
岳
到
着
後
、
霧
の
中
の
残
雪
上

の
下
山
路
の
確
定
に
慎
重
だ
っ
た

こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。
装
備
の
充

実
し
て
い
な
い
往
時
の
登
山
の
困

難
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

 

（
遠
藤
俊
一
記
）

（
鉾
立
沢　

藤
島
ア
ル
バ
ム
よ
り
）

「
越
後
山
岳　

第
十
四
号
」

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
の
機
関
紙

令
和
四
年
一
〇
月　

発
行

　

特
集
「
越
後
の
山
の
先
人
」
で

は
、
大
平
晟
、
高
頭
仁
兵
衛
、
藤

島
玄
、
高
波
吾
策
、
小
野
健
の
各

氏
の
人
物
像
や
活
動
成
果
な
ど
に

つ
い
て
、
新
た
な
視
点
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
調
査
研
究
と
し
て
、
６

人
の
執
筆
者
が
、
山
書
の
思
い
出
、

越
後
の
古
道
踏
査
記
録
や
飯
豊
連

峰
厳
冬
期
主
稜
線
縦
走
の
系
譜
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
る
。

　

越
後
の
山
や
先
人
達
の
関
わ
り

に
つ
い
て
知
る
う
え
で
も
ぜ
ひ
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
書
で
あ
る
。

頒
布
価
格

 

二
五
〇
〇
円
＋
送
料
実
費

問
合
せ
先

 

遠
藤
家
之
進
正
和
さ
ん

携
帯
電
話

 

０
９
０-

７
２
４
０-

６
５
６
０

e-m
ail

ienoshin0108@
cocoa.plala.or.jp

「
絶
景
・
世
界
の
山
歩
き
」

 

佐
藤
れ
い
子
著

 

（
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
会
員
）

令
和
四
年
一
月

 

　

新
潟
日
報
事
業
社　

発
行

定
価　

一
七
六
〇
円
（
税
込
）

　

本
書
は
著
者
が
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
登
っ
た

世
界
の
山
々
二
一
座
の
紀
行
文
と

写
真
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
世
界

の
山
々
を
目
指
す
岳
人
に
と
っ
て

参
考
と
な
る
書
で
あ
る
。

「
高
倉
宮
以
仁
王
伝
説
の

�

会
津
と
越
後
の
山
々
」

 

山
﨑
幸
和
著

 

（
越
後
吉
田
山
岳
会
会
員
）

令
和
四
年
一
〇
月

新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
発
売

定
価　

一
九
八
〇
円
（
税
込
）

　

平
安
時
代
末
期
の
治
承
の
乱
で

近
江
の
国
に
て
負
死
し
た
史
実
に

も
拘
ら
ず
、
会
津
や
越
後
に
残
る

以
仁
王
伝
説
を
徹
底
調
査
。
そ
の

京
か
ら
駿
河
、
信
濃
、
会
津
、
越

後
へ
の
逃
亡
路
を
辿
っ
た
と
と
も

に
著
者
の
登
山
紀
行
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。

　

伝
説
と
思
い
つ
つ
読
み
進
む
う

ち
に
、
こ
の
逃
亡
は
史
実
で
は
な

い
か
と
思
わ
せ
る
。
こ
の
書
を
読

ん
で
会
津
、
越
後
の
国
境
の
山
々

に
纏
わ
る
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

図
書
紹
介

http://cbs.wondershare.com/go.php?pid=7486&m=db



